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はじめに 

近年、ネットワーク上における音楽配信サービ

スが拡大してきており、その中でコンピュータ

による楽曲推薦が行われるようになってきてい

る。しかし、実用化されている推薦システムで

は、ジャンルやアーティストなどのメタ情報や

ユーザの楽曲購入履歴などを利用して楽曲を推

薦する方法が一般的である。しかし、音楽に関

しては個々の楽曲に対する個人の嗜好が異なる

場合があり、前述の情報のみでは適切な楽曲が

推薦されないことがある。 

本研究では、視聴時における各楽曲に対する個

人毎の印象をパラメータ化し、個人の嗜好情報

として利用する。そして、ユーザ間で印象の類

似度を比較することにより、個々の嗜好を反映

した楽曲を推薦する手法を提案する。 

楽曲間の類似度測定 

楽曲間の類似度を測る方法としては、ジャンル

やアーティストなどのメタ情報を用いたものや、

過去のユーザ行動を記録したものを利用する協

調フィルタリング[2]、楽曲の波形データを分析

しその情報を用いて楽曲間の類似度を測定する

方法[3]などがある。これらの手法は、従来の研

究から楽曲の分類をするにあたって有効である

ことが示されている。また、ユーザの嗜好を反

映した楽曲を推薦する方法として、各ユーザの

楽曲に対する評価をフィードバックしてもらう

ということも有効な手法の一つである。 

類似度測定を行っている楽曲推薦システムとし

て、プレイリストを基にした研究がある。それ

らの研究では、各ユーザのプレイリストの楽曲

間類似度を測定する。そして、嗜好の似ている

ユーザのプレイリストを基に推薦プレイリスト

を生成し提示するというものである。 

本システムでは、フィードバックする情報とし

てユーザの楽曲に対する印象を用い、楽曲のパ

ラメータ付けを行う。そして、そのパラメータ

を 

を比較することで楽曲間の類似度を測定する手

法を考える。 

提案する楽曲推薦手法 

本研究では、ユーザの楽曲に対する印象に基

づいてパラメータ化された印象情報をユーザ間

で相互に比較することで印象の類似度を求め、

推薦楽曲を決定する。ユーザが楽曲を視聴し、

フィードバックした印象情報はネットワークに

接続されている他ユーザの保有している楽曲を

対象に比較が行われ、印象の類似度が高いユー

ザのプレイリストの中から、楽曲が推薦される

（図１）。 
実際に楽曲推薦が行われるまでには、ユーザ

による楽曲の評価、システムによる印象情報の

パラメータ化と楽曲の比較処理、推薦楽曲の選

択といった処理が繰り返される。実際の楽曲推

薦手順は以下に示す。 
ユーザによる楽曲の評価を行う際、あらかじ

め感情価測定尺度（Affective Value Scale of Music; 
AVSM）[1]の高揚、親和，強さ、軽さ、荘重の
５つの因子を基にした複数の印象語を用い、印

象を測定するための尺度項目を設定する。ユー

ザの楽曲視聴時には、これらの印象尺度の各項

目がシステムから提示されるので、これに対し

ユーザは楽曲から感じた印象に合った評価を行

う。評価が行われた印象情報はシステムにフィ

ードバックされ、数値化の処理が行われること

によって、その楽曲のパラメータとして付加さ

れるが、ユーザが評価を行わなかった場合には、

パラメータの値は以前の状態のまま変化しない。

各楽曲に対しても同様の方法でパラメータを付

加する。ここで付加されたパラメータは任意の

楽曲かつ任意のユーザの固有の値である。この

パラメータの値は、楽曲を視聴して評価を行う

毎に新しく付加されていき、楽曲のパラメータ

はそれとともに変化していく（図２）。 
複数回のフィードバックを行う本手法では、

各回のフィードバック情報を調べることで、視

聴時のユーザの状況によって楽曲の印象がどの

ように変化するのかを知ることが可能であり、

またフィードバックの回数が増えるほど、ユー 
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図１ システム構成 
 
ザの個々の楽曲に対する嗜好の傾向が反映され

るようになる。 
楽曲間における印象の類似度の比較処理と推

薦楽曲の選択を行う際には、各楽曲に付加され

たパラメータの値が用いられ、この情報を基に

ネットワーク上で同一の楽曲を持っているユー

ザのパラメータと比較し、その楽曲に対する類

似度を求める。ある一定以上の類似が認められ

た場合、そのユーザが保有している楽曲の中か

ら印象の傾向が似ていると思われる楽曲を選び

出して推薦する。このようにして楽曲の推薦を

受けたユーザは推薦された楽曲に対し、その楽

曲が気に入ったかどうかのフィードバックを行

うことが可能であり、次回の推薦時にはそのフ

ィードバック情報を鑑みた推薦が行われる。 

ユーザとシステムがインタラクティブに情報

をやり取りすることにより、楽曲のパラメータ

は常に調整されていき、システムはその情報を

受け取ることにより、視聴時における最適な楽

曲を推薦する。 

現在、本手法を実現するために、楽曲間の印

象の類似度を求めるための最適な計算指標を検

討中である。まず準備段階として AVSM の５つ

の因子に基づいて SD 法と単極法による印象語項
目を作成した。また、４０曲分の楽曲と２５人

分のユーザデータをシミュレーションのために

作成した。このデータは主観的かつ恣意的なデ

ータであり、これをもって検証を行うものでは

なく、あくまで提案する手法が利用可能かどう

かを確認するために用いている。各ユーザはそ

れぞれ１０曲ずつ楽曲を所有し、ユーザ間では

常に２~３曲が重複される状態とした。そして、

各ユーザの所有する１０曲に対し印象の値を設

定した。それを基に各ユーザ間で重複楽曲の値

を比較して、期待通りの楽曲が推薦されるよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 印象情報の付加手順 

 

にデータの計算方法を検討している。最終的に

このシミュレーションでは、ユーザが満足する

ような楽曲推薦を行うための印象の類似度計算

指標を求めることが目的である。 

本手法は、楽曲単位で類似度の測定を行うた

めに、プレイリストを用いた楽曲推薦システム

よりも細かな比較が可能になる。これに基づき、

ユーザの嗜好、視聴時の気分や状況に適合した

楽曲を推薦するシステムの構築を行っていく。 

おわりに 

本研究では、ユーザの楽曲に対する印象の類

似度に基づいて楽曲を推薦する手法を検討した。 

今後は、現在行っている楽曲の類似度測定の

ための計算方法の検討を引き続き行い、最適で

いつでも安定した楽曲推薦が行われる計算指標

を求める。さらに、実装する際のネットワーク

構成の検討、評価する際のユーザに対する負荷

を少なくするためにどのようなインタフェース

にすればよいのかを検討する。 
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